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概要 

iNodeインテリジェントクライアント(iNodeクライアント)は、Windowsユーザー向けのクライア

ントアクセスソフトウェアです。IMC EIAおよびEADセキュリティポリシーと連携して、アクセス

ユーザーの認証とセキュリティチェックを行います。iNodeクライアントは、ユーザー認証に次の

プロトコルをサポートしています。 

• 802.1X 

• ポータル 

• SSL VPN 

• ワイヤレスプロトコル 

• L2TP/IPsec VPN 

このドキュメントでは、iNodeクライアントをインストール、操作、およびアンインストールする

方法について説明します。 
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iNodeクライアントのインストール 

サポートされるWindowsオペレーティングシステム 

次のWindowsオペレーティングシステムは、iNodeクライアントをサポートしています。 

• Windows XP 

• Windows Server2003 

• Windows Vista 

• Windows7 

• Windows8 

• Windows10 

 

iNodeクライアントのインストール 

iNodeクライアントのインストールでは、.exeおよび.msiインストールプログラムがサポートされ

ています.msiインストールプログラムは、次のシナリオに適用されます。 

• iNodeクライアントのインストールプログラムを、ドメインコントローラを介してPCに一元的

に配布します。 .msiインストールプログラムでSilent installationオプションが選択されている

ことを確認します。H3Cでは、iNode管理センターでインストールプログラムをカスタマイズ

するときに、基本機能でEnable automatic rebootオプションを選択することをお勧めします。 

• 管理者権限を持つユーザーは、msiexecコマンドを実行してiNodeクライアントをインスト

ールまたはアンインストールします。 

この例では、iNodeクライアントをWindows7にインストールする方法を説明します。iNodeクラ

イアントは、同様の方法で他のWindowsオペレーティングシステムにインストールできます。 

iNodeクライアントをインストールするには: 

1. インストールウィザードを起動します。 

a. 管理者に相談して、iNodeクライアントのインストールプログラムを入手してください。 

b. Windowsオペレーティングシステムに管理者としてログインします。 

c. 図1に示すように、セットアッププログラムをダブルクリックしてインストールウィザー

ドを起動します。 

d. Nextをクリックします。 
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図1 インストールウィザードの起動 
 

 
2. I accept the terms of the license agreementを選択し、Nextをクリックします(図2)。 

図2 ライセンス契約への同意 
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3. インストールパスを選択し、Nextをクリックします。 

デフォルトでは、iNodeクライアントはC:\Program Files\INode\INode Clientディレクトリ

にインストールされます(図3を参照)。 
 

注: 

iNodeクライアントのインストールパスには、スラッシュ(/)、バックスラッシュ(\)、コロン(:)、

アスタリスク(*)、疑問符(?) 、引用符(") 、左山カッコ(<)、右山カッコ(>)、縦棒(|)以外の文字、

数字、特殊文字を含めることができます。 
 

図 3デフォルトの宛先ロケーションの使用 
 

 
または、図4に示すように、Changeをクリックして別のインストールパスを選択します。 



5  

図4 インストールパスの変更 
 

 
4. Installをクリックして、iNodeクライアントのインストールを開始します(図5を参照)。 

図5 インストールの開始 
 

 
Setup Statusページには、インストールの進行状況が表示されます(図6を参照)。 
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図6 Setup Statusページ 
 

 

5. 必要に応じてオプションを選択し、Finishをクリックします。この例では、図7に示すように、

Yes, I want to restart my computer nowオプションを使用しています。 

図7 InstallShieldウィザードの完了ページ 

6. コンピュータを再起動します。 
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認証のためのiNodeクライアントの使用 

iNodeクライアントの起動 

次のいずれかの方法でiNodeクライアントを起動します。 

• デスクトップ上のiNodeクライアントのショートカットアイコンをダブルクリックします。 

• Startメニューから、All Programs > iNode > iNode Intelligent Client > iNode Intelligent 

Clientを選択します。パスは、オペレーティングシステムのバージョンとスタイル設定によ

って異なります。 

図8は、iNode管理センターによってカスタマイズされた次の接続を含むiNodeクライアントのメイ

ンウィンドウを示しています。 

• ポータル接続 

• 802.1X接続 

• SSL VPN接続 

• ワイヤレス接続 

• L2TP/IPsec VPN接続 
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図8 iNode Intelligent Client 
 

 
 

ポータル認証のためのiNodeクライアントの使用 

事前定義されたポータル接続を使用した認証 

1. 図9に示すように、iNodeインテリジェントクライアントで、Portal Connectionをクリック

してPortal Connection領域を展開します。 
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図9 ポータル認証 
 

 
2. 図10に示すように、Serverフィールドの横にあるRefreshアイコンをクリックします。 
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図10 拡張されたポータル接続領域 
 

 
iNodeクライアントは自動的にポータルサーバーを検索します。 

ポータルサーバーが検出されると、ポータル認証設定ウィンドウが表示されます。 

3. 図11に示すように、次のパラメータを設定します。 

a. Usernameフィールドにユーザー名を入力します。 

b. Passwordフィールドにパスワードを入力します。 

c. Service typeリストからサービスタイプを選択します。 
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図11 ポータルの認証設定 
 

 
4. Connectをクリックします。 

ユーザーがポータル認証に合格すると、図12に示すように、認証結果ウィンドウが表示

されます。 
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図12 ポータル認証結果 
 

 
 

認証用のポータル接続の作成 

iNodeクライアントに事前定義されたポータル接続がない場合は、認証用のポータル接続を作成し

ます。 

ポータル接続を作成するには、次の手順に従います。 

1. 図13に示すように、iNodeクライアントでManagementアイコンをクリックします。 
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図13 iNode Intelligent Client 
 

 
2. 図14に示すように、iNodeシナリオを構成するページで、Newをクリックします。 
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図14 シナリオ設定ページ 

 

 
3. シナリオを追加するページで、シナリオ名を入力し、Portal Connectionをダブルクリック

します。 
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図15 シナリオの追加 
 

 
4. Select connection typeページで、Connection TypeにCommonを選択し、図16に示すよう

に、protocol typeにIPv4を選択します。 
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図16 接続タイプの選択 
 

 
5. Nextをクリックします。 

Account informationページが表示されます。 

6. 図17に示すように、次のパラメータを設定します。 

Serverフィールドに自動的に入力されるIPアドレスを使用します。 

Usernameフィールドにユーザー名を入力します。 

Passwordフィールドにパスワードを入力します。 

Service typeリストからサービスタイプを選択します。 

他のパラメータにはデフォルト値を使用します。 
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図17 Account Informationページ 
 

 
7. OKをクリックします。 

ポータル接続が作成され、Managementページで   が識別されます(図18を参照)。 
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図18 Managementページ 
 

 
8. Saveをクリックします。 

ScenarioタブにMy new scenario領域が表示されます。 

9. ポータル認証をトリガーするには、次のいずれかの方法を使用します。 

• My new scenarioでポータル接続アイコンをダブルクリックします。 

• ページ上部のNetwork Accessアイコンをクリックします。認証ページで、Serverフィールドの

横にあるRefreshアイコンをクリックしてポータルサーバーのアドレスを取得し、ユーザー名、

パスワードおよびサービスタイプを構成し、Connectをクリックします。 
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iNodeクライアントのアンインストール 

1. Startメニューから、All Programs > iNode > iNode Intelligent Client  > Repair又は> 

uninstall iNode Intelligent Clientを選択します。 

2. 図19に示すように、Removeを選択し、Nextをクリックします。確認ダイアログボックスが

表示されます。 

図19 iNodeクライアントのアンインストール 
 

 
3. Yesをクリックします(図20を参照)。 

図20 アンインストールの確認 
 

 
4. 図21に示すメッセージ・ダイアログ・ボックスで、Yesをクリックします。 

将来iNodeクライアントを再インストールする予定がある場合は、接続と設定を保存すること

をお勧めします。 
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図21 接続と構成の保存 
 

5. 必要に応じてオプションを選択し、Finishをクリックします。この例では、図23に示すよう

に、Yes, I want to restart my computer nowオプションを使用しています。 

図22 削除の完了 
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よくある質問 

Windows VistaまたはWindows7またはWindows8へのiNodeクライアントのインストールと

Windows XPへのインストールの違いは何ですか? 

ユーザーアカウント制御を有効にしてWindows Vista、Windows7、またはWindows8にiNodeクラ

イアントをインストールすると、User Account Controlダイアログボックスが表示される場合が

あります。[はい]をクリックしてインストールを続行してください。 

図23 ユーザーアカウント制御ダイアログボックス 
 


